
 

 

 

  

すずの名称 １１．新渡戸
に と べ

すず 

新渡戸三清水の一つであります。三段に仕切られ

ており上は飲用から浸し物に利用され、下の方は

濯ぎ場として重宝されている。また、昔は水車を回

して精米や雑穀等の作業に利用されていました。

地区民有志が便利に利用しやすいように整備をし

た水槽の、奥の杉木立の小さな谷間から湧き出て

います。 

１．水源の状況 

（河岸段丘） 

・石垣の間より湧いている。  ・水量少ない 

・生活用水としての名残がある。 

・昔、芹田が沢山有ったと思われる。 

・住宅地 

・下水工事等で水量が減る。 

 

２，水生生物  

 

 

３，水生植物  

 

 

 

４．周辺の動物  

 

 

 

 

 

５．周辺の植物  

 

 

・周り住宅有り。 

・遊歩道の桜並木 

６．考査 ・入り組んだ処にある、当時は相当生活に密着したすずを思わせる。 

 （すず枠、上手飲み水・仲程野菜あらい・下手洗濯）など使い分けていた。 

・昔は水車があり、精米や雑穀作業もしていた。 

 

７．その他 ・水温 １７度   ・１２．５度 

・ＰＨ 6.5 

・硬水度 弱硬水 

調査： 令和２年６月追加調査 




